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原発事故は、 1号機から 4号機までが国際原子力事故評価尺度 (INES）の尺度で最も深
刻な事故にあたるレベル 7と評価された。1号機は 3月 12日15時 36分に水素爆発し、
14日11時 1分に 3号機が水素爆発、 15日6時 14分ごろに 4号機が水素爆発、 2号機も





















の対象期間は東日本大震災が発生した 2011年 3月 11日～3月 18日である。
4. 現在の進捗状況
現在は、 1号機の爆発の初報を対象に、映像の使われ方からジャーナリズムの機能・役
割が果たされていたのかを検証している。分析方法は、原発の外観を撮影した映像と画面
に映し出される字幕スーパ一、テロップに着 目し、項目を設定した。その結果、初報時に
原発が爆発する映像を使用した局は NNN（日本テレビ系列）のみであること、保安院や
政府当局が会見で発表するまでは「爆発Jと断定しない表現を用いていたことがわかった。
これらの検証から、 NNNの映像の扱し 1から市民が広く爆発の瞬間を知ることができず、
市民の避難行動を取る上での選択肢を制限されてしまったこと、テレビ局側の当局の発表
待ちの姿勢があったという 2点が得られた知見である。
本研究によって、学術的な世界以外にも災害時の報道や情報の流れを明らかにすること
で、メディア・リテラシーの観点から、市民の災害報道の理解を深める材料になることを
望む。
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